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本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

チャンネル登録
お願いします

鹿児島出身 福岡県立小倉高校・早稲田大学法・1981三
和銀行(現三菱UFJ銀行)。銀行18年、投信会社18年、生命
保険2年、コンサル事務所5年

お金があっても幸せになれるとは限りませ
ん。ただし、お金に不自由すると不幸せに
なる確率が高くなると思ってます。

aratake.sadao@gmail.com

未来へのパスポート
将来のために金融の知識を身につけよう



・よく伺うご意見

• 運用についてよくわからない

→わかりやすく理解できれば

• 損をしたくない

→損をする可能性をかなり低くできれば

• お金がない

→できる金額で積み立てを始めましょう

• タイミングがわからない

→タイミング考えないでよければ

• 目的、目標がない

→いつまでに、いくら資産を持つか決めることができれば

• 運用について良い話をあまり聞かない

→一部の話を切り取ってるだけでは?
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日本証券業協会
発行「資産運用と
証券投資」より抜
粋



人生にかかるお金ざっと3億円
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日本証券業協会発行「資産運用と証券投資」より抜粋



本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

出典：金融審議会市場ワーキング・グループ報告書「高齢社会における資産形成・管理」（金融庁）

人生１００年時代のライフプラン
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①
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日本証券業
協会発行

「資産運用と
証券投資」よ
り抜粋

・別紙の「かなえたい
私の夢」という用紙に
夢を記入してみてくだ
さい。

・次にとなり方に夢を
説明してください。そ
の時に資金がどれくら
いいるのかも話してみ
ましょう。

・次に夢に日付を入れ
てください。
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資産運用シュミレーション

• 2000万円期間 10年 利回り5％

→毎月積立金額 128,798円
• 2000万円期間 20年 利回り5％

→毎月積立金額 48,658円
• 2000万円期間 30年 利回り5％

→毎月積立金額 24,031円
・時間を敵に回さない。複利の力を利用する。
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資産運用シミュレーション ： 金融庁 (fsa.go.jp)



本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

・ お金と生活を見える化する

日銀知るポルト「大人のためのお金と生活の知恵」より抜粋
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本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

日銀知るポルト「大人のためのお金と生活の知恵」より抜粋
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大切なのは収支をコントロールすること

日銀知るポルト「大人のためのお金と生活の知恵」より抜粋

11



自分たちの年金制度について 現状認識

本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

出典：金融審議会市場ワーキング・グループ報告書「高齢社会における資産形成・管理」（金融庁）

1階

2階

3階

iDeCo公式サイト｜iDeCo(イデ
コ・個人型確定拠出年金)【公式】
(ideco-koushiki.jp)



本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

出典：金融審議会市場ワーキング・グループ報告書「高齢社会における資産形成・管理」（金融庁）

考えておきたいライフプラン人生１００年時代のライフプラン



本資料に掲載のﾃﾞｰﾀは、経済や市場等の過去のﾃﾞｰﾀ及び出所元が公表する予測ﾃﾞｰﾀであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。

出典：金融審議会市場ワーキング・グループ報告書「高齢社会における資産形成・管理」（金融庁）

ライフステージ別の注意点

①現役期の注意点
 なるべく早くライフプランに基づく資産形成をスタートすること。
 家族の収入・人生観・健康などによって許容できるリスク量(損益のブレ幅)を確認する

こと。
 「長期投資、時間分散投資、投資対象の分散、非課税、税制優遇」を忘れないこと。
 今年度から新しいNISA制度スタート、大幅拡充に注目。iDeCoの活用も考える。

②リタイア期前後の注意点
 退職金などを一度に資産運用に回さないようにしましょう
 今まで資産運用の経験のない方は小さなリスクと金額から始めて練習しましょう。
 資産を大きく増やすことより資産価値を守る行動を意識しましょう。とるべきリスク(損益の

ブレ幅)は年齢とともに小さくしていきましょう。

③高齢期の注意点
 70代では徐々にマネープランを見直しましょう。
 計画的取り崩しにより資産寿命を延ばすこと。

 身体機能と認知機能の衰えへの対策を早めに着手すること。特におひとり様などの家族
構成に対応。



「貯める・増やす」 ～ 資産形成3

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

金融リテラシー啓発用共通教材「コアコンテン
ツ」～大学１コマ９０分用の金融リテラシー・モ
デル講義資料～｜知るぽると (shiruporuto.jp)



低金利のもとでは、預金・貯金だけでは資産は増えません。（1）

確かに、株式や投資信託などの投資運用商品は元本割れの可能性が
あります（投資は自己責任です）が、ちょっとした工夫で、元本割れの
可能性を軽減することが期待できます。

（2）

キーワードは、「⾧期」「積立」「分散」投資。そして、「非課税制度」です。（3）

もちろん、上記以外の投資方法もあります（例:相場観に基づいて売
買し、積極的に増やそうとする）が、この講義では省略します。
ー 積極的な投資方法では、自分自身のリスク許容度の把握とリスク管理が特に

重要です。生活資金以外の当面使う予定のない資金が向いています。
（注）リスク:利益や損失 の不確実性（振れ幅）のこと。詳細はP28・29参照。

（4）

資産形成3-1.
3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠



利子（利息）（1）

（2）

利子と金利3-2.

借りたり貸したりしたお金に、一定の割合で
支払われる対価（金額）

金利（利率）

お金を借りたり貸したりする時の「値段」です。
元本に占める利子の割合（％ ）で表示されます。

（例）1万円を金利５％（年率）、期間３年で預けた場合

• 年5％の金利の場合には、10,000円は、１年後に10,500円になる。
• 10,500円をそのまま預ければ、２年目には、11,025円になる。
• ３年目には、11,576円（端数は切り捨て）になる。

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

☞ 利子も預ければ、その利子にも利子がつく ⇒ 「複利」 という。

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠



金利を実感してみよう（72の法則!）3-3.

72の法則 「元本が２倍になる金利と年数の関係」

約9.0年 約12年 約72,000年

72÷0.00172÷６72÷８

世代イメージ 祖父母世代
預金金利:８％

親世代
預金金利:６％

今
預金金利:0.001％

（例）10,000円（元本）が20,000円になるのに必要な年数

10,000円(元本)が
20,000円になるのに
必要な年数

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠



金利の推移3-4.
(%)

（出所）日本銀行
（注）1995年6月までは公定歩合（基準貸付利率）、それ以降は無担保コールO/N物レートの月中平均金利

(年)

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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お金の持ち方・扱い方と将来に向けて ①3-5.

投資信託

預金
貯金

株式

債券・銀行等にお金を預けること

・発行者が借りるお金
・発行者は、お金を返す必要あり
・国が発行するものを国債、会社
が発行するものを社債という

・株式会社の事業の元となるお金
・会社は、お金を返さなくてよいが
配当する

・会社の価値によって、株式の価
値（株価）も変動する

・多くの人から集めたお金を、１つに
まとめて大きな資金にし、株式や
債券などに投資する仕組み

・価格が日々変動する

様々な手段
・お金の持ち方・扱い方には、様々な手段がある。

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

例えば日本製鉄株、武田薬
品株など

例えば日本国債、トヨタ社債
など

株式と債券をミックスしてリス
クコントロール



お金の持ち方・扱い方と将来に向けて ②3-5.

高

リ
タ
ー
ン

低

低 リスク 高

（注）あくまでもイメージです。厳密な表現ではありませんので、ご注意ください。

投資信託

預金
貯金

株式

債券

【リターン】

リターン ＝お金を運用した結果としての利益や損失

リスク ＝リターン(利益や損失)の不確実性(振れ幅)

【リスク】

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

例えば日本製鉄株、武田薬
品株など

例えば日本国債、トヨタ社債など

株式と債券をミックスしてリスクコ
ントロール



お金の持ち方・扱い方と将来に向けて ③3-5.

リスクとリターンのイメージ図

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

高

リ
タ
ー
ン

低
低 リスク 高

【リターン】

リターン＝お金を運用した結果としての利益や損失 リスク＝リターン(利益や損失)の不確実性(振れ幅)

リ
タ
ー
ン
の
ば
ら
つ
き

リターンの平均

【リスク】
商品設計が
悪い場合

「ローリスク・ハイリターン」
＝あり得ない領域

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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⾧期投資3-7.

保有期間５年

100万円が5年後に
74万円～176万円

100万円が20年後に
186万円～331万円

出現頻度

⾧期投資の運用成果＊
保有期間20年

出現頻度

投資を⾧期間続けると、分散投資（後述）や複利の効果等とあいまって、
結果的に元本割れする可能性の低減が期待できます。

（1）

ただし、途中で売ったり
積立投資をやめてしまうと、
こうした効果は弱くなります。

（2）

例えば、投資信託の価格
(基準価額)は上がったり
下がったりしますが、こうした
動きに過度に一喜一憂する
ことなく、後述する
積立・分散投資を⾧期間
にわたって続ける方が結果
的にパフォーマンスが上がる
のが過去の実績です。

（3）

＊1989年以降、毎月同じ金額ずつ国内外の株式と債券に積立投資を行い、
5年間と20年間それぞれ保有した場合についての年間収益率と運用結果を計算したもの(金融庁作成）

積立・分散投資を⾧期間
にわたって続ける

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成
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金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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積立投資3-8.

積立投資＊とは、「あらかじめ決まった金額」を
「続けて」投資することです。

（1）

定期的に積立投資をすることで、安いときに買わなかった
り、高いときにだけ買ってしまったりすることを避けられます。

（2）

積立投資は、まとまったお金がなくても、
少額からすぐ始められます。

（3）

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

＊積立投資は、「時間分散」の概念で分散投資で説明する場合もありますが、
本稿では「時間分散」は積立投資の枠組みとします。

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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⾧期投資+積立投資の効果3-9. バブルのピークに投資した最悪ケース

（出所）日本経済新聞社より金融広報中央委員会作成

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

ピーク時から毎年末に約2.9万円を買い続けてきたとする

と、2022年末では、約70万円の含み益
ピーク時に100万円買ったとすると、

2022年末では、約33万円の含み損

ピーク（1989年）
38,915.87円

2022年
26,094.5円

日経平均株価の推移

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

含み損益時価投資元本累計年（末）

029,412 29,412 1989 

▲ 32,91284,735 117,647 1992 

▲ 13,822192,060 205,882 1995 

▲ 83,188210,929 294,118 1998 

▲ 153,422228,931 382,353 2001 

▲ 120,664349,925 470,588 2004 

▲ 9,086549,738 558,824 2007 

▲ 187,819459,240 647,059 2010 

128,299863,593 735,294 2013 

280,8761,104,406 823,529 2016 

549,8261,461,591 911,765 2019 

696,2451,696,245 1,000,000 2022 
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27

定額購入の優位性
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分散投資3-10.

１つの資産だけに投資するよりも、投資信託等を
とおして値動きの異なる複数の資産に分散投資を
行うことで、価格の変動が小さくなり、リスクを
軽減することが期待できます。これを「資産の分
散」と言います。

（1）

投資先の地域を分散することにより、より安定的
に世界経済の成⾧の果実（利益）を得ることが期
待できます。これを「地域の分散」と言います。

（2）

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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分散投資の効果3-11.

異なる価格変動をする金融商品を組み合わせると・・

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

↓ 金融商品「Ａ」の価格の動き

↑ 金融商品「Ｂ」の価格の動
↑  金融商品「Ｃ」の価格

↑ Ａ、Ｂ、Ｃに分散投資(均等分散)した場合の価格の動き

時間 →

高

価
格

低

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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⾧期・積立・分散投資の効果3-12.
3. 「貯める・増やす」 ～資産形成

（注） 各計数は、毎年同額を投資した場合の各年末時点での累積リターン。株式は、各国の代表的な株価指数を基に、
市場規模等に応じ各国のウェイトをかけたもの。債券は、各国の国債を基に、市場規模等に応じ各国のウェイトをかけたもの。

(出所) Bloombergより、金融庁作成

82.84％

50.28％

0.71％

⾧期・積立・分散投資の効果（実績）

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

Ｃ:国内・先進国・新興国の
株・債券に1/6ずつ投資
82.84% [年平均
3.06%]

Ｂ:国内の株・債券に半分ず
つ投資

50.28% [年平均2.06%]

Ａ:定期預金
0.71% [年平均 0.04%]
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NISAとiDeCo3-14.
3. 「貯める・増やす」 ～資産形成 金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠

iDeCo(イデコ)
（個人型確定拠出年金）一般NISA

つみたてNISA
（つみたて型の少額投資非課税

制度）

原則２０歳以上６５歳未満
（公的年金被保険者）

１８歳以上対象者

年間14.4～81.6万円年間 120万円年間 40万円拠出限度額
（年間）

投資信託 保険商品
定期預金等上場株式・投資信託等

⾧期の積立・分散投資
に適した一定の投資信託
(金融庁の基準を満たした投資信託に
限定)

投資可能商品

定期的・継続的に積み立てる自由定期的・継続的に積み立てる購入方法

原則60歳まで引き出し不可引き出し可能払出し制限
運用益が非課税

税の優遇 毎年の所得税や住民税が少なくな
る。受取時に支払う税金が少なくな
る。

つみたてNISAと一般NISAは併用不可

（注1）

（注3）

(注1) つみたてNISA、一般NISAは2023年までの制度であり、金融商品の購入を行うことができるのは2023年まで
2023年中に購入した金融商品についても、つみたてNISAでは20年間、一般NISAでは5年間、非課税で保有することができる

(注2) 1月1日時点で18歳以上の場合にNISA口座を開設できる
(注3) ・国民年金のみに加入の自営業者等:68,000円/月 ・公務員:12,000円/月 ・専業主婦(夫)等:23,000円/月

・会社員:企業年金無し23,000円/月、企業年金有り最大20,000円/月（企業年金加入状況により異なるので、詳細は勤務先にご確認ください）

ライフプランに柔軟に対応するNISAと 老後資産形成に適したiDeCoとで 目的に応じた使い分けを

（注2）

（注1）

次ページ新制度に変更



NISA制度が抜本的に拡充・恒久化され、簡素で分かりやすく、使い勝手のよい制度に
成⾧投資枠つみたて投資枠

240万円120万円年間投資枠

無期限化無期限化非課税保有期間

1,800万円
※簿価残高方式で管理（枠の再利用が可能）非課税保有限度額

（総枠）
1,200万円（内数）

恒久化恒久化口座開設期間

上場株式・投資信託等⾧期の積立・分散投資に適した
一定の投資信託投資対象商品

18歳以上18歳以上対象年齢

2023年末までに現行の一般NISA及びつみたてNISA制度において投資した
商品は、新しい制度の外枠で、現行制度における非課税措置を適用

※現行制度から新しい制度へのロールオーバーは不可
現行制度との関係

（注１）非課税保有期間の無期限化に伴い、現行のつみたてNISAと同様、定期的に利用者の住所等を確認し、制度の適正な運用を担保
（注２）利用者それぞれの非課税保有限度額については、金融機関から一定のクラウドを利用して提供された情報を国税庁において管理
（注３）金融機関による「成⾧投資枠」を使った回転売買への勧誘行為に対し、金融庁が監督指針を改正し、法令に基づき監督及びモニタリングを実施
（注４）2023年末までにジュニアNISAにおいて投資した商品は、5年間の非課税期間が終了しても、所定の手続きを経ることで、18歳になるまでは

非課税措置が受けられることとなっているが、今回、その手続きを省略することとし、利用者の利便性向上を手当て

（注２）

（注３）

①整理・監理銘柄②信託期間20年未満、
毎月分配型の投資信託及びデリバティブ
取引を用いた一定の投資信託等を除外

併用可

（注１）

現行のつみたてNISA対象商品と同様

3. 「貯める・増やす」 ～資産形成
2024年1月からの新しいNISA3-15.

金融経済教育推進会議コアコンテンツ準拠
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年齢によるポートフォリオの
作り方は新NISAも同様です

リスク資産比率の一つの考え方

・100マイナス年齢＝リスク資産比率
30歳なら
・100－30歳＝70％



日本証券業協会「資産運用と証券投資 スタートブック」より引用



日本証券業協会「資産運用と証券投資 スタートブック」より引用



まとめ
• 男性で90歳。女性で95歳までのライフプランを考えましょう

• どんな人生を送りたいかを考える。やりたいことに優先順位を

つけましょう。夢を実現する道具が「お金」です

• ライフステージ別お金の注意事項に気を付けましょう

• 子や孫世代も金融知識が十分とは言えません。資産形成に
早く取り組むべきことを伝えていきましょう

• 「長期投資、時間分散投資、投資対象の分散、非課税、税制
優遇」が資産運用の基本です

• 高齢期は計画的資産取り崩しと身体機能、認知機能の衰え
への対応を考えましょう

• 老後生活の資金の中心は「公的年金」です

• 医療保険制度、介護保険制度でできることを学びましょう
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最後に

• 今日という日はあなたの人生で一番
若い日です。いつから始めますか?
→今日でしょ!!

・今日のお話が皆様の人生を豊かなも
のにすることを祈っています!!
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